
今月の掲載記事
新しい民生委員・児童委員が決まりました
第 39 回 田の神さぁの里 産業文化祭
市の決算概要をお知らせします
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担当区 氏名
松原・麓 松田 八郎
前松原 萩原 博幸
中島 西田 健
中島 山下 壽男
西郷 美坂 惠子
栗下 森 隆秀
西長江浦上・下 （選任中）
大溝原・灰塚 西田 和政
永山 山口 浩秋
湯田 町元 義文
東川北 出樋 睦美
牧の原 柳田 昭雄
榎田 伊地知 周一
東長江浦上・下 向原 雄二
尾八重野 平山 薫

担当区 氏名
水流 （選任中）
南 ･ 北昌明寺 前田 昭子
東 ･ 中内竪 福永 公志
西内竪 田中 幸
北岡松 上村 和広
南岡松 （選任中）
柳水流・亀沢 木村 哲也
京町 西田 清人
京町 山之内 直子
京町 （選任中）
上向江・下浦 𫝆園 秀信
中浦 原内 益雄
上浦 新福 紀夫
上島内 園田 礼子
下島内 （選任中）
西川北 海江田 悟

民生委員・児童委員（R7.12.1 ～ R10.11.30）3 年間（敬称略）	

退任された民生委員・児童委員（R7.11.30 付）（敬称略）	

■ 真幸地区 ■ 加久藤地区

■ 飯野地区

　
11
月
30
日
、
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
「
え
び
の
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員
委
嘱
状
伝
達
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
伝
達
式
で
は
、
57

人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
伝
達
式
に
先
立
っ
て
、

市福祉課 地域福祉係　☎ 35-1115（課直通）お問い合わせ

担当区 氏名
杉水流・五日市 篠原 なみ子
麓 柊山 政雄
大明司・山内 原田 恵利子
上上江 堀 辰也
白鳥 市原 親幸

担当区 氏名
中島 梶原 敏博
栗下 絵柳 美代
西長江浦上・下 稲重 久次
永山 𠮷永 政治
東長江浦上・下 柗永 茂夫

担当区 氏名
東・中内竪 福嶋 康夫
北岡松 山岡 義春
柳水流・亀沢 下野 次男
京町 岡村 輝美
京町 紫雲 宣子

担当区 氏名
京町 阪口 ひとみ
上向江・下浦 西園 守
中浦 嶋名 義明
上島内 桑原 悦子

主任児童委員
担当区 氏名

飯野校区 渡部  弘子
上江校区 永田  貴子
加久藤校区 佐藤  以津子
真幸校区 福重  真諭美

11
月
末
で
退
任
す
る
19
人
の
委
員

の
退
任
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
退

任
式
で
は
、
厚
生
労
働
大
臣
感
謝

状
と
県
知
事
記
念
品
が
9
人
に
、

県
知
事
感
謝
状
が
10
人
に
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

民生委員・児童委員は、相談・訪問などのほかにも、さまざまな活動を行っ
ています。

児童生徒の登校の見守りや交通安全集会での啓発
など、子どもの安全確保に取り組んでいます。

田の神さぁの里産業文化祭の田の神さぁおどりに出
場し、民生委員・児童委員の活動をPRしています。

自治会連合会役員と意見交換を行い、地域福祉や課
題への対応について連携を深めています。

他自治体の民生委員・児童委員協議会の視察を受け
入れ、活動に関する意見交換会を行いました。

上野 憲昭 会長

えびの市民生委員・
児童委員協議会

　

近
年
、
地
域
福
祉
の
課
題
が
複
雑

化
・
深
刻
化
し
て
い
く
中
で
、
私
た

ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
困
っ

た
時
に
相
談
し
よ
う
と
思
っ
て
も
ら

え
る
存
在
に
な
ら
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
知
識
を
増
や

す
た
め
に
勉
強
す
る
な
ど
自
己
研
さ

ん
に
励
ん
だ
り
、
地
域
の
場
に
積
極

的
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
私
た
ち
で

解
決
方
法
を
考
え
た
り
、
関
係
機
関

に
つ
な
い
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
緒
に
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け

ま
す
の
で
、
悩
み
や
困
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
き
は
、
身
近
な
相
談
員
で
あ

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　「
民
生
委
員
」
は
、
民
生
委
員
法
に
基

づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

る
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。
社
会

福
祉
増
進
の
た
め
に
、
生
活
や
福
祉
全

般
に
関
す
る
相
談
・
援
助
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
福
祉
法
に
よ
っ

て
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
に
の
る
「
児

童
委
員
」
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
中
学
校

区
ご
と
に
は
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
関

す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
「
主
任

児
童
委
員
」
が
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
に
は
、「
地
域
の
実
情
を
知

る
こ
と
」、「
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
に

応
じ
、
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
支
援
す
る
こ
と
」
な
ど
の
役
割
が

あ
り
ま
す
。
高
齢
者
訪
問
や
課
題
を
持

つ
住
民
を
行
政
や
専
門
機
関
な
ど
の
支

援
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
な
ど
、
住
民

に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
任
期
は
3
年
（
再
任
も
可
能
）
で
、「
公

的
な
立
場
で
あ
り
、
公
正
中
立
で
あ
る

こ
と
」、「
地
元
の
住
民
の
中
か
ら
選
ば

れ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
が
要
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
相
談
し
た
人
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
生
活
上
の
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
、
支
援
が
必
要
な
ど
の
相
談
が

あ
る
場
合
は
、
地
域
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

けんしょう

担当区 氏名
堀浦 西道  りえ
上大河平 髙木  愛壽
下大河平 森髙  益夫
下大河平 新久保  一夫
杉水流 ･ 五日市 岩元 浩善
東原田 大平落  みき子
麓 松永 康二
麓 久保  芳照
町 ･ 片馬場 漆尾  憲寛
町 古川  慶一
前田 川野 ひとみ
坂元 （選任中）
苧畑・高野 西原 道枝
大明司・山内 山下 とし子
池島・今西 成光 眞里子

担当区 氏名
西上江 赤瀨川 康
中上江 池田 孝一
上上江 竹本 秋行
上上江 （選任中）
駅前 宮園 順子

駅前 大出水 裕見子

上原田 平野 晶子

中原田 大迫 建一

南原田 坂本 健一郎

南原田 金丸 和子

田代 上野 憲昭

出水 木村 哲治

末永 三 園 ひとみ

白鳥 山口 秋則
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□□□□□□□□□□

　11月22日・23日、市文化の杜で「第39回 田の神さぁの里 産業文化祭」が行われました。これ

は、市とJAみやざきえびの市地区本部、市教育委員会が共催で毎年行っているものです。

　会場内では、子どもふれあい広場や特産品の販売、消防・警察・陸上自衛隊車両の展示などが

行われました。また、特設イベント会場では、ステージショーや市内小・中学生の読書感想文・感

想画の表彰式などが行われました。

　1日目には、田の神さぁおどり大会が行われ、6団体129人が出場しました。また、2日目には、

郷土芸能発表が行われ、西長江浦大太鼓踊り保存会が伝統芸能を披露しました。

　2日間で約1万1,000人が訪れ、買い物や催しを楽しんでいました。

市企画課 政策係　☎ 35-3712（直通）お問い合わせ

乳しぼり体験 総菜などの販売 米粉がねの振る舞い

飯野高校生の作品 幼稚園・保育園・認定こども園の作品 小・中学生の作品

さまざまな出店が立ち並ぶ多くの人でにぎわいました

鮮やかな着物で踊る

消火活動体験

しゃもじを持って踊る園児読書感想文・図画表彰式

田の神さぁ作り

郷土芸能発表（西長江浦大太鼓踊り）

家族で焼肉を楽しむ

大勢の観客がステージイベントを楽しみました

元気に踊る園児たち木村徹二歌謡ショー

レクリエーションコーナー

重機でのボールすくい体験

高所作業車の試乗体験

田の神さぁの仮装で踊る變面ショー

木づかい広場

紘呂しのぶ歌謡ショー

ボクシングのミット打ち体験等で国スポ・障スポをPR
しました

へんめん
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【単位：万円】【単位：万円】

区　分区　分 5 年度末残高5 年度末残高 増　減増　減 6 年度末残高6 年度末残高

財政調整基金 339,238 △47,188 292,050一般会計 841,718 △43,351 798,367

公共施設等整備基金 221,729 △6,979 214,750水道事業会計 201,111 4,256 205,367

心のふるさと基金 80,542 △ 20,542 60,000

その他基金 125,717 △11,837 113,880

産業団地整備
事業特別会計 95,324 △ 22,277 73,047

合計 767,226 △86,546 680,680

一時借入金 0 0 0

【単位：万円】

区　分 歳　入 歳　出

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

産業団地整備事業特別会計

保険事業勘定

収益的収支

収益的収支

介護サービス事業勘定

資本的収支

資本的収支

介護保険
特別会計

水道事業会計

病院事業会計

278,660

2,498

73,799

70,300

34,727

23,142

4,752

341,226

14,404

276,271

70,237

37,631

324,796

27,479

2,321

88,443

23,085

1,237
■お問い合わせ
　市財政課 財政係　☎︎ 35-3716（課直通）

（令和 6 年度決算書）

（地方財政状況調査）

（令和 6 年度決算書）

歳入
総 額

歳出
総 額

　歳入は、市が自ら徴収または収納できる自主財源と、
国や県から交付されたり、割り当てられたりする依存
財源に分けられます。
　令和 6 年度は、繰入金や県支出金、地方交付税など
の増により、対前年度比 0.4％の増となりました。

　歳出は、法令や性質によって支出が義務付けられている義務的経費と、建物・
道路・学校などの資産形成に向けられる投資的経費、事務的経費や補助金など
といったその他の経費に分けられます。
　令和 6 年度は、補助費や積立金などの減により、対前年度比 0.4％の減となり
ました。

　
令
和
6
年
度
は
、
歳
入
総
額
1
4
3
億
7
7
4
3
万
円
、
歳
出
総
額
1
3
8
億
8
9
3
5
万
円
で
、

差
し
引
き
4
億
8
8
0
8
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
年
度
と
比
べ
る
と
、歳
入
は
5
6
0
7
万
円
の
増
、歳
出
は
5
9
5
1
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

令和
6 年度 市 の 決 算 概 要 を  お 知 ら せ し ま す

一
般
会
計

市職員給与、市議会議員報酬など
の人件費

子ども、高齢者、生活困窮者などへの
支援

事務経費・
施設運営経費

補助金・負担金
地方交付税

国からの支出金

市に納めていただいた税金
19 億 7,474 万円（13.7%）

25 億 4,623 万円（18.3%）

28 億 9,665 万円（20.9%）

地方債の償還金
9 億 2,870 万円（6.7%）

農地・農業用施設・公共施設
などの災害復旧
1 億 7,414 万円（1.3%）

20 億 483 万円
（14.4%）14 億 7,741 万円（10.6%）

国民健康保険・介護保険
などへの繰出金
13 億 5,360 万円（9.8%）

基金への積立金
6 億 1,377 万円（4.4%）

施設の維持補修
3 億 2,247 万円（2.3%）

投資・出資・貸付金
1 億 5,691 万円（1.1%）

建物・道路・学校などの新設・改修
14 億 1,464 万円（10.2%）

基金からの繰入金
15 億 2,252 万円（10.6%）

前年からの繰越金
3 億 7,250 万円（2.6%）
寄附金
3 億 4,633 万円（2.4％）

その他収入
5 億 9,949 万円（4.2％）

47 億 8,021 万円
（33.2%）

21 億 6,408 万円
（15.0%）

県からの支出金
13 億 3,803 万円

（9.3％）

地方債
4 億 7,501 万円（3.3%）

地方譲与税・交付金
8 億 452 万円（5.7%）

143 億 7,743 万円

対前年度比 0.4% 増
138 億 8,935 万円

対前年度比 0.4％減

積立基金残高の状況市債の借入残高の状況

財政調整基金 突発的な災害や急を要する経費に備えるた
めに設置される市の貯金ともいえる基金

公共施設等
整備基金

公共施設（道路・学校等）の整備を図るための
基金

心のふるさと
基金

ふるさと寄附金（納税）を積み立てたもので、
ふるさとづくりの推進を図る基金

その他基金 その他、それぞれの目的による基金

特
別
会
計
・
企
業
会
計

特
別
会
計

企
業
会
計

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
、
保
険
料
な
ど

の
特
定
の
収
入
を
財
源
と
す
る
会
計

水
道
や
病
院
な
ど
、
民
間
企
業
の
よ
う
に
事
業
の

収
入
で
費
用
を
賄
う
会
計

・
・
・

・
・
・

自主財源自主財源

依存財源依存財源
義務的義務的

経費経費
その他のその他の

経費経費

投資的投資的
経費経費
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市
職
員
の
公
金
の
横
領
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
、
職
員
が
公
金
横
領（
着
服
）と

い
う
重
大
な
不
祥
事
を
起
こ
し
、
市
民
の
皆

様
の
市
政
に
対
す
る
信
頼
を
著
し
く
損
ね
る

事
態
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
深
く

お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
公
金
横
領（
着
服
）

は
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼
を
裏
切
る
極
め
て

重
大
な
背
任
で
あ
り
、
公
務
員
と
し
て
許
さ

れ
な
い
非
違
行
為
で
す
。
本
事
案
が
発
生
し

た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
市
長
と
し
て

重
く
受
け
止
め
、
そ
の
責
任
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
関
係
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
免

職
等
の
懲
戒
処
分
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
公
金
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

「
公
金
等
取
扱
基
本
方
針
」に
基
づ
く
確
認
作

業
を
厳
格
化
し
、
現
金
等
の
管
理
体
制
と

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
を
図
る
な
ど
、
不
祥

事
の
再
発
防
止
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
は
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
を

起
こ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な

り
、
公
務
員
と
し
て
の
倫
理
確
立
、
綱
紀
粛

正
、
服
務
規
律
の
徹
底
を
図
り
、
市
民
の
皆

様
の
信
頼
回
復
に
向
け
て
市
役
所
全
体
で
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

え
び
の
市
長
　
中
山
義
彦

■事案の概要
令和7年9月8日（月）から11月6日（木）までの間に、市民等から受領した火葬料等42件、合

計1,007,000円を横領（着服）し、クレジットカードの未払い金への充当や生活費・遊興費

に充てたもの

■処分の内容
（1）対象者：市民環境課　主事　22歳

（2）処分年月日：令和7年11月20日

（3）処分内容：免職

（4）処分理由

法令等に違反するとともに、全体の奉仕者としての信用を著しく失墜させたため

（5）管理監督者への措置

・市民環境課長　53歳　戒告

・市民環境課長補佐兼係長　51歳　戒告

■その他
・横領（着服）金については、11月11日（火）に市に全額返金されています。

■事案の発生原因と対策
事案が発覚して以降、市民環境課では次のとおり再発防止策を講じています。

【問題点と再発防止策】

①火葬料等の保管の際における確認が不十分であった。

［対策］申請書や納付書、現金を日次で突合し、現金は、課長、課長不在時は課長補佐（以

下「監督者等」という。）が施錠保管する。業務終了後は、監督者等が書庫内に保管する。

②火葬料等の受領から金融機関への入金まで確認が不十分であった。

［対策］全ての公金を受領した翌日までに金融機関に入金する。また、現金の持ち出しは、

監督者等の管理下で行う。

③金融機関に入金した後の確認が不十分であった。

［対策］財務会計システムでの入金確認を、月次から日次に改め、監督者等を含めて確実に

入金したか確認する。

■問い合わせ先　市総務課　☎︎ 35-3711（課直通）

畜
　
産

問

宮
崎
県
乳
肥
農
協
枝
肉
共
進
会
・
宮
崎
県
畜
産
共
進
会
・

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

市
畜
産
農
政
課 
畜
産
振
興
室
　
☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

　

10
月
に
、
第
37
回
宮
崎
県
乳
肥
農
協

枝
肉
共
進
会
と
第
66
回
宮
崎
県
畜
産
共

進
会
、
第
16
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
か
ら
は
、
宮
崎
県
乳
肥
農

協
枝
肉
共
進
会
に
5
人
、
宮
崎
県
畜
産

共
進
会
に
4
人
、
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
に
1
人
出
品
し
、
優
秀
な
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

■
宮
崎
県
乳
肥
農
協
枝
肉
共
進
会

　

10
月
17
日
、
熊
本
県
球
磨
郡
錦
町
に

あ
る
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
株
式
会
社
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

【
交
雑
種
部
門
】

［
最
優
秀
賞
］
太
田 

幸
雄
さ
ん
（
尾
八

重
野
）

［
優
秀
賞
］
株
式
会
社
重
冨
畜
産
（
尾

八
重
野
）

【
和
牛
部
門
】

［
最
優
秀
賞
］
前
原
牧
場
株
式
会
社
（
出

水
）

［
特
別
賞
］
株
式
会
社
北
部
霧
島
肥
育

牧
場
（
高
野
）

■
宮
崎
県
畜
産
共
進
会

　

10
月
21
日
、
株
式
会
社
ミ
ヤ
チ
ク
高

崎
工
場
で
肉
牛
枝
肉
の
部
と
肉
豚
枝
肉

の
部
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
肉
牛
枝
肉
の
部
】

［
優
等
賞
］
宮
原 

智
憲
さ
ん
（
白
鳥
）

［
1
等
賞
］
神
田 

貴
央
さ
ん
（
南
原
田
）

［
1
等
賞
］
吉
留 

弘
さ
ん
（
湯
田
）

【
肉
豚
枝
肉
の
部
】

［
1
等
賞
］
株
式
会
社
森
留
農
場
（
大

明
司
）

■
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

　

10
月
25
日
・
26
日
、
北
海
道
勇
払
郡

安
平
町
の
ホ
ク
レ
ン
南
北
海
道
家
畜
市

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
乳
牛
が
、
健
康

で
長
持
ち
す
る
た
め
に
必
要
な
体
形
の

改
良
度
合
い
を
比
較
展
示
す
る
た
め

に
、
各
都
道
府
県
を
代
表
す
る
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
種
や
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
が
一
堂
に

集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
初
の
県
代
表
牛
と
し
て
、

田
代
地
区
の
前
原
直
希
さ
ん
が
出
品

し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

【
第
14
部
・
4
歳
以
上
5
歳
未
満 

経
産

牛
】

［
1
等
賞 

第
4
席
］「
Ｈ
Ｆ 

Ｊ
Ｐ 

ジ
ェ

イ
コ
ブ
ス 

ユ
ニ
ク
ス 

ラ
ニ 

Ｅ
Ｔ
」
号

前
原 

直
希
さ
ん
（
田
代
）

優等賞を獲得した宮原智憲さんの肉牛枝肉

前原直希さんの「HF JP ジェイコブス ユニクス ラニ ET」号

交雑種部門で最優秀賞受賞の太田さん（代理：太田勇輔さん）

和牛部門で最優秀賞受賞の前原牧場株式会社の前原守さん
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え
び
の
市
米
・
食
味
コ
ン
ク
ー
ル

農
　
業

問
市
畜
産
農
政
課 

農
産
園
芸
係
　
☎
35
‐
1
6
5
0
（
直
通
）

　

11
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
え
び
の

市
地
区
本
部
で「
第
21
回
え
び
の
市
米
・

食
味
コ
ン
ク
ー
ル
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
え
び
の
米
の
さ
ら
な
る
品
質

向
上
を
目
指
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
市
内
か
ら
１
２
３
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
、
株
式
会
社
八
代
目
儀
兵

衛
の
橋
本
儀
兵
衛
代
表
取
締
役
社
長
な

ど
、
64
人
の
審
査
員
が
、
外
観
・
香
り
・

味
な
ど
を
評
価
し
ま
し
た
。
審
査
後
、

個
人
の
部
、
団
体
の
部
、
小
学
校
の
部

ご
と
に
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
個
人
の
部
】

［
最
優
秀
賞
］勘
場
孝
次
さ
ん（
下
大
河

平
）

［
優
秀
賞
］隈
元
靖
夫
さ
ん（
飯
野
麓
）、

田
村
誠
一
さ
ん（
中
島
）

【
団
体
の
部
】

［
団
体
賞
］下
大
河
平
自
治
会

【
小
学
校
の
部
】

［
最
優
秀
賞
］加
久
藤
小
学
校

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
着
任

観
　
光

問
市
観
光
商
工
課 

観
光
係
　
☎
35
‐
1
1
1
4
（
直
通
）

審査員が実食して味などを評価しました

宮
崎
県
総
合
防
災
訓
練

防
　
災

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対
策
係

☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

　

11
月
16
日
、
県
内
各
地
で
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
発
生
を
想
定
し
た
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
災
害
時
に

そ
れ
ぞ
れ
が
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役

割
を
果
た
す
た
め
、
主
体
的
に
行
動
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
一
斉
の
緊
急
地
震
速
報
後
に
、

身
の
安
全
確
保（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
）や

安
否
確
認
、
避
難
誘
導
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
飯
野
・
加
久
藤
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
や
各
地
区
の
自
主
防
災
組

織
に
よ
る
避
難
所
開
設
の
体
験
訓
練

や
、
市
内
中
学
生
の
協
力
に
よ
る
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
消
防
や
警
察
、
自
衛
隊
、

消
防
団
な
ど
、
約
15
機
関
、
約
８
０
０

人
が
参
加
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や

官
民
連
携
に
よ
る
避
難
所
の
鍵
の
自
動

解
除
シ
ス
テ
ム
・
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空

撮
・
緊
急
物
資
輸
送
・
広
域
避
難
輸
送

な
ど
の
確
認
や
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

肥
満
と
高
血
圧

～
高
血
圧
予
防
に
体
重
管
理
を
～

健
　
幸

問
市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係
　
☎
35
‐
1
1
1
6
（
直
通
）

　

心
臓
は
、
体
の
隅
々
ま
で
血
液
を
送

る
た
め
、
強
い
圧
力
で
血
液
を
送
り
出

し
ま
す
。
血
液
量
は
、
体
重
の
約
13
分

の
1
の
た
め
、
肥
満
に
な
り
血
液
量
が

増
え
る
と
、
心
臓
は
さ
ら
に
強
い
力
で

押
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
と

な
り
ま
す
。
ゴ
ム
ホ
ー
ス
を
流
れ
る
水

量
が
多
く
な
る
と
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
に
か

か
る
圧
が
強
く
な
る
よ
う
に
、
血
管
内

を
流
れ
る
血
液
量
が
増
え
る
と
、
血
圧

が
上
が
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
肥
満
の
中
で
も
内
臓
脂
肪
型

肥
満
は
、
脂
肪
細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
る

物
質
が
血
圧
を
上
げ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

　

肥
満
度
は
、
身
長
と
体
重
か
ら
計
算

す
る
数
値（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）で
分
か
り
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
が
蓄
積
し
て
い
る
か
を
推

定
す
る
に
は
、
お
へ
そ
周
り
を
測
り
ま

す
。
お
へ
そ
周
り
が
、
男
性
は
85
㎝
以

上
、
女
性
は
90
㎝
以
上
で
内
臓
脂
肪
型

肥
満
を
疑
い
ま
す
。

　

肥
満
に
よ
る
高
血
圧
の
場
合
、
食
生

活
の
改
善
や
運
動
の
取
り
組
み
で
減
量

す
る
こ
と
が
、
血
圧
を
下
げ
る
こ
と
に

有
効
で
す
。
ま
ず
は
、
3
～
6
カ
月
の

間
に
、
現
在
の
体
重
の
3
～
5
％
を
減

ら
す
こ
と
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
で
で
き
る
健
康

管
理
と
し
て
、「
体
重
測
定
」と「
血
圧

測
定
」を
習
慣
づ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■ BMI の計算方法と基準値

避難所開設体験訓練

■へそ周りの目標値

体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）

年齢
（歳）

BMI 判定基準

やせ 適正 肥満

18 ～ 49 18.5 未満 18.5 ～ 24.9 25 以上

50 ～ 64 20.0 未満 20.0 ～ 24.9 25 以上

65 ～ 74 21.5 未満 21.5 ～ 24.9 25 以上

75 以上 21.5 未満 21.5 ～ 24.9 25 以上

男性：85cm 未満 女性：90cm 未満

　

11
月
か
ら
新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
住
民

な
ど
地
域
外
の
人
材
を
地
域
社
会
の
新

た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、
地
域

力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

今
回
採
用
さ
れ
た
の
は
、
宮
崎
市
出

身
の
林
田
古こ

と

り
都
里
さ
ん
で
す
。
林
田
隊

員
は
、
え
び
の
市
の
魅
力
の
情
報
発
信

や
観
光
資
源
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
な
ど
を
行
い
ま
す
。
任
期
は
1
年

で
、
最
長
3
年
間
隊
員
を
務
め
ま
す
。

　

林
田
隊
員
は
、「
こ
れ
ま
で
文
化
や

芸
術
の
分
野
に
携
わ
っ
て
き
た
の
で
、

そ
の
視
点
を
生
か
し
て
、
え
び
の
市
の

歴
史
・
伝
承
と
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
な
ど
を
結
び
付
け
た
地
域
に
寄

与
で
き
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で

す
」と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
し
い
隊
員
が
地
域
に
早
く
溶
け
込

め
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

委嘱状の交付を受ける林田隊員

林田古都里隊員

受賞した皆さん ボランティアセンター運営訓練



宮崎県立飯野高等学校　☎33-0300お問い合わせ

飯野高等学校（以下、飯野高校という）では、タブレットやAIを活用した学習、グループワークを取り入れた協働型学習など、社

会で求められる力を教科の中で伸ばせる仕組みが整えられています。加えて、海外とつながるオンライン交流、実験・実習を通

した体験型授業など、「未来の社会で使える学び」を日常の授業に組み込んでいます。こうした授業の進化は、飯野高校生が

地域・世界でのプロジェクトで発揮する力をさらに強め、「学びがつながる」、「学ぶことが楽しくなる」ことへとつながっていき

ます。変化の激しい時代を自分らしく生き抜くための力を育てる、新しい学びのモデルへと進化し続けています。

飯野高等学校創立60周年飯野高等学校創立60周年

時代と共に授業も進化時代と共に授業も進化
「先生が教える内容を聞く」だけでなく

生徒自身が考え、対話し、実践！

漢文の「孟子」、「老子」の性善説・性悪説の応用
活動。バタフライチャートを用いてマイクロディ
ベート

国語（古典探究）国語（古典探究）

歴史上の人物から学ぶ「国を治めるリーダーに必
要な資質は何か？」をグループワークで考える

社会（日本史探究）社会（日本史探究）

2 次関数の導入で、パラボラアンテナに利用され
ている放物線に関する性質を、鏡とレーザー光線
を利用して体験

数学（数学Ⅰ）数学（数学Ⅰ）

卒業後もスポーツに関われるよう、好きな球技を
選択して取り組む（サッカー、バスケットボール、
バレーボール、バドミントン、ソフトボール）

保健体育（体育）保健体育（体育）

県内外の大学や専門学校の留学生と意見交換。コ
ミュニケーション能力だけでなく、国際感覚を磨
く

英語（英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ）英語（英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ）

（生活文化科の専門科目）縫製技術と素材理解を
発展させ、裏付きジャケットを作成。デザイン性
や機能性など、ファッションの奥深さを実感する

家庭（ファッション造形）家庭（ファッション造形）

製造業界で活用されている「ルシャトリエの原理
を暴く」をテーマに、温度・濃度・圧力に変えて
平衡移動を理解する実験

理科（化学）理科（化学）

1 年生で基礎とパソコン操作を習得。3 年生では
ゲーム開発、ドローンや 3D プリンターの活用、
動画制作などの応用を行う

情報（情報Ⅰ）情報（情報Ⅰ）

創立60周年記念式典を開催

11月8日、市文化センターで「宮崎県立飯野高等学校創立60周年記念式典」が

行われました。飯野高校太鼓部による演奏や卒業生の蛙亭のイワクラさんら

によるトークショーなどが行われました。

式典には、生徒や保護者、来賓ら約500人が出席し、飯野高校の歴史を振り返

るとともに、60周年の節目を祝いました。

太鼓部による力強い演奏生徒会長が誓いの言葉を述べました

本村 諒真さん

普通科 （1年・真幸中出身）

田村 陽茉莉さん

生活文化科（1年・加久藤中出身）

日常の授業から

ワンショット！

留学生との交流は、日本の文化

を伝え、相手の文化を知る、国

を越えたつながりを感じる授業

でした。ジェスチャーで必死に

気持ちを伝えた時間も楽しく、

通じ合えた瞬間はうれしかった

です。

細かな作業ほど夢中になれる

タイプで、家庭科がきっかけで

裁縫が大好きになりました。大

変な練習も、3年生のファッショ

ンショーで素敵なドレスを作る

ための力になると信じていま

す。
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子
育
て

問

電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
と
医
療
相
談
ア
プ
リ
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

市
こ
ど
も
課 

こ
ど
も
相
談
係
　
☎
35
‐
3
7
3
9
（
直
通
）

　

市
で
は
、
電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
と

医
療
相
談
ア
プ
リ
の
運
用
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

■
電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
（
母
子
モ
）

　

12
月
1
日
か
ら
、
電
子
母
子
手
帳
ア

プ
リ
「
え
び
の
子
育
て
応
援
ア
プ
リ 

み
な
ほ
ｂ
ｙ
母
子
モ
」
の
提
供
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
の
発
信
、
妊

娠
中
の
経
過
や
子
ど
も
の
成
長
の
記

録
、
予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

な
ど
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ア
プ
リ
は
、
従
来
の
紙
の
母
子

健
康
手
帳
と
併
用
し
て
使
う
も
の
で

す
。健
康
診
査
や
予
防
接
種
の
際
に
は
、

必
ず
紙
の
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

■
医
療
相
談
ア
プ
リ
（
Ｌ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
）

　

24
時
間
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
無
料

の
医
療
相
談
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
」

の
利
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
中
の
心
配
事
や
子
ど
も
の
成
長

発
達
の
こ
と
、
受
診
す
る
ま
で
で
は
な

い
け
れ
ど
ち
ょ
っ
と
相
談
し
て
み
た
い

こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

子
ど
も
が
急
に
体
調
が
悪
く
な
っ
た
と

き
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
た
方

が
い
い
の
か
、
何
か
対
処
方
法
が
あ
る

の
か
と
心
配
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
そ
ん
な
と
き
は
、
ぜ
ひ
、「
Ｌ

Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

・
妊
娠
中
の
人
が
い
る
家
庭

・
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭

【
費
用
】
無
料

※
相
談
時
の
通
信
料
は
、
各
家
庭
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

・
こ
の
ア
プ
リ
は
、
相
談
の
た
め
の
ア

プ
リ
で
す
。
医
師
に
よ
る
診
察
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
8
月
時
点
で
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、

登
録
番
号
付
き
の
チ
ラ
シ
を
発
送
済
み

で
す
。
8
月
以
降
に
対
象
と
な
る
人
に

対
し
て
は
、
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に

直
接
お
渡
し
す
る
か
、
転
入
し
た
世
帯

に
は
郵
送
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

「LEBER」スマートフォンイメージ画像

「母子モ」スマートフォンイメージ画像

←母子モの
　ダウンロードは
　こちらから
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平成7年の開校から30年

11

17

　日章学園九州国際高等学校で「創立 30 周年
記念式典」が行われました。式典には、生徒や
来賓約 130 人が出席しました。在校生を代表
して、2 年生の阿部宏

こ う き

紀さんと留学生のジャオ・
インジャさんが、「グローバルな視点と心の豊
かさを持ち、世界に羽ばたいていきます」とあ
いさつしました。
　式典後、アトラクションとして、生徒による
合唱や花束贈呈が行われ、節目を祝いました。

日章学園九州国際高等学校
創立30周年記念式典

2025九州トライアル選手権シリーズ
第9戦矢岳大会

難関なコースに果敢に挑む

11

16

　矢岳高原トライアルコースで「九州トライア
ル選手権シリーズ第 9 戦矢岳大会」が行われ
ました。これは、宮崎県トライアル部会が行っ
たものです。
　同大会には、国際 A 級、国際 B 級、国内 A 級、
国内 B 級・ジュニア、エンジョイのクラスが
あり、県内外から 53 人のライダーが出場しま
した。選手たちは難関なコースに果敢に挑み、
技術を競い合いました。

イベントを通して交流深める

11

16

　市国際交流センターで「国際交流まつり」が
行われました。これは、市民と外国人との交流
の場として、市国際交流センター主催で行われ
ているものです。
　会場では、各種イベントのほか、日本人歌手
の歌を日本語で歌う「外国人のど自慢大会」が
初めて行われました。優勝したミフタク・ロフ
マンさんは、「観客が多くて緊張しましたが、
優勝できて光栄です」と話していました。

国際交流まつり アイデアソングランプリinえびの

えびのを盛り上げるアイデア発案

11

15・16

　飯野高校で「アイデアソングランプリ in え
びの」が開催されました。これは、人生の選択
肢として、起業を考えるきっかけにしてもらお
うと、独立行政法人中小企業基盤整備機構九州
本部が行ったものです。
　中学生から社会人までの 26 人が 8 チームに
分かれて、えびの市でのビジネスプランを考え、
発表会でフィールドワーク等を通して形にした
独創的なアイデアを発表しました。

明治安田生命保険相互会社
寄付金贈呈

応援募金でまちを元気に

11

14

　明治安田生命保険相互会社宮崎支社が、市
に寄付金を贈呈しました。市と同社は、令和
元年 11 月に健康増進に関する連携協定を結ん
でいます。今回、「私の地元応援募金」として
759,600 円が市に贈呈されました。これは、同
社の従業員が居住地・出身地など、ゆかりのあ
る地域を指定して行う募金です。
　寄付金は、公共施設に設置する電子血圧測定
器や車椅子などの購入に活用します。

基山町・えびの市少年野球交流大会

お互いの技術を高め合う

11

8・9

　王子原運動公園野球場・ソフトボール球場で
「第 28 回基山町・えびの市少年野球交流大会」

が行われました。これは、佐賀県の基山町とえ
びの市の少年野球チームの技術向上と両市町の
親睦を図ることを目的に行われているもので
す。
　基山町から 3 チーム、えびの市から 3 チー
ムが参加し、市町対抗で試合を行い、お互いの
技術を高め合いました。

中山市長就任後初の実施

11

15

　上江地区コミュニティセンターで「市長と語
ろう会」が行われました。これは、自治会等か
らの申し出をもとに対話を行い、意見や要望を
市の政策に反映させることを目的に実施してい
るものです。
　今回は、上江まちづくり協議会と、「道の駅
えびのの有効利用」、「スポーツ合宿やふるさと
納税の推進」などについて、活発な意見交換を
行いました。

市長と語ろう会 中内竪田の神300年祭

建立から300年の節目を祝う

11

9

　中内竪公民館で「田の神 300 年祭」が行わ
れました。これは、中内竪地区の国道 447 号
線沿いに鎮座する「梅木の田の神像」が、建立
から 300 年の節目を迎えたことを記念して実
施されたものです。この像は、享保 10 年に建
立され、えびの市で 2 番目に古いものです。
　催しには、地区住民ら約 70 人が参加し、神
事や田の神舞保存会による田の神舞の奉納が行
われました。
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隊友会えびの支部・えびの駐屯地曹友会
慰霊碑清掃ボランティア

慰霊の気持ちを込めて

11

24

　大河平地区の天
て ん ぐ

狗山中腹（ヒコーキ谷）で、
慰霊碑の清掃ボランティアが行われました。こ
れは、旧日本軍特攻隊員慰霊碑で慰霊祭を行う
のに合わせて、隊友会えびの支部とえびの駐屯
地曹友会・修親会が実施したものです。
　同会会員や市民約 30 人が参加し、慰霊碑の
清掃や周辺の草刈りを行いました。清掃後、慰
霊碑に線香をあげ、特攻隊員の慰霊を行いまし
た。

えびの市管工事協同組合との
協働応急給水訓練

いざというときに備えて

11

20

　山内浄水場で、市とえびの市管工事協同組合
との協働応急給水訓練が行われました。これは、
平成 24 年 7 月に市と同組合との間で締結した
協定書に基づき、災害時等に円滑な応急給水活
動が行えるよう訓練を実施したものです。
　訓練には、同組合員 10 人が参加し、市内で
の上水道の断水を想定した給水ステンレスタン
ク等の運搬・給水作業、給水袋の作成・配布を
行いました。

半導体の基礎を学ぶ

12

1

　飯野中学校と上江中学校で「半導体出前講座」
が行われました。これは、半導体理解促進のた
め、宮崎県とみやざき半導体関連産業人材育成
等コンソーシアムが実施したものです。宮崎大
学の淡野公一教授を講師に招き、半導体の基礎
について授業が行われました。
　飯野中学校 2 年生の長谷川ららさんは、「半
導体が身近にあることやこれまで進化してきた
ことを初めて知って驚きました」と話しました。

半導体出前講座

花を育て豊かな心を育む

11

27

　岡元小学校で、令和 7 年度「人権の花運動」
感謝状贈呈式が行われました。これは、同小学
校が今年度、「人権の花運動」を通して命の大
切さを考える取り組みを行ったことに対して、
感謝状が贈られたものです。同小 6 年の藤嶋
翔磨さんが、「花の気持ちを考えて、これから
も大切に育てます」とあいさつしました。
　贈呈式後、同小の児童と人権擁護委員らが
ボッチャ体験を通して交流を深めました。

「人権の花運動」感謝状贈呈式 「睡眠とメディア」授業

睡眠の大切さを学ぶ

11

21

　飯野小学校で、「睡眠とメディア」について
授業が行われました。講師に東洋羽毛九州販売
株式会社の睡眠健康指導士である東郷順一さん
を招き、クイズ等を交えた講話が行われました。
授業には、同小 5 年生 49 人と保護者約 50 人
が参加しました。
　参加した保護者は、「漠然と睡眠は大事だと
思っていたけど、具体的な中身を知ることがで
きてよかったです」と話していました。

秋季観光祭 in 森岡城

えびの市の魅力を発信

11

30

　森岡城で「秋季観光祭 in 森岡城」が行われ
ました。これは、えびの市の経済活性化やえび
の市の魅力発信のために、えびの市観光協会が
実施したものです。
　イベントでは、着物の着付け体験や市内外の
子どもたちによるダンスパフォーマンス、えび
ので第九を歌う会の合唱披露、ドッグコーナー、
はたらく車の展示、抽選会などがあり、市内外
から約 2,700 人が訪れました。

おいしい新米を PR

12

1

　JA 稲作振興会が「えびの産ヒノヒカリ」の
新米を宮崎県知事に届けました。これは、今季
もおいしい米ができたことを PR するために行
われたものです。同会会長の勘場孝次さんから、
河野俊嗣知事に新米が手渡されました。
　勘場さんは、「近年まれに見る出来栄えで、
本当においしく仕上がっています。県内外の
多くの人にぜひ味わってもらいたいと思って、
持ってきました」と話していました。

新米出荷報告宮崎県知事表敬訪問
えびの高原
屋外アイススケート場オープン

雄大な自然の中で初滑りを楽しむ

11

29

　えびの高原屋外アイススケート場で、オープ
ニングセレモニーが行われました。セレモニー
後、市内外から訪れた人たちが、日本最南端の
屋外スケート場で初滑りを楽しみました。今季
は、令和 8 年 2 月 23 日まで営業予定です。
　東京都から訪れた沖田 亘

わたる

さん（小林市出身）
は、「1 歳の娘に初めてアイススケートを体験
させることができましたし、自然の中で滑るの
は楽しかったです」と話していました。
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あ
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。

　
　
　
文
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内
科 

富
山
由
美
子
医
師

起
き
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い
る
の
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も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

毎
日
、
穏
や
か
に
変
わ
り
な
く
息

を
し
て
過
ご
す
た
め
に
も
、
体
の
不

調
を
感
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ら
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を
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て
く

だ
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い
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え
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の
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の
中
で
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健
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送
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め
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針
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介
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0
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れ
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じ
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の
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イ
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や
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を
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す
る
。

④
家
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。
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る
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る
。
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う
。
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よ
う
に
大
切
に
し
な
が
ら

生
活
を
し
て
い
く
考
え
方
で
す
。

　

近
年
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
は
い
く
つ
か
課
題
が
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
た
一
方
で
、

職
種
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
人
と
で

き
な
い
人
の
差
が
生
ま
れ
た
り
、
一

部
で
長
時
間
労
働
が
解
消
さ
れ
ず
仕

事
の
量
や
職
場
の
雰
囲
気
が
負
担
に

な
っ
て
い
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
や
介
護
と

の
両
立
が
難
し
い
人
が
多
く
、
生
活

と
仕
事
を
う
ま
く
調
整
で
き
な
い
こ

と
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
柔
軟
な
働

き
方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

①
休
暇
を
き
ち
ん
と
取
る

　

有
給
等
を
計
画
的
に
活
用
す
る
。

②
仕
事
の
優
先
順
位
を
整
理
す
る

　

重
要
な
仕
事
に
集
中
し
、
効
率
よ

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

薄暮時・夜間の交通事故防止

ヒートショックにご注意を

11月の交通事故
発生状況

人　身	 3件
物　件	 23件

本年累計	 23件
本年累計	 297件

11月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 0件
救　急	 72件

本年累計	 11件
本年累計	 910件

　

早
い
も
の
で
、
着
任
か
ら
あ
っ
と

い
う
間
に
3
年
が
経
ち
、
今
年
度
の

2
月
末
で
協
力
隊
を
卒
業
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。3
年
間
温
か
く
見

守
り
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の

皆
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
、「
教
育
魅
力
化
」
を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
、
飯
野
高
校
を
中
心

に
市
内
の
教
育
施
設
や
地
域
の
皆
さ

ん
と
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。

特
に
最
近
は
、
次
年
度
か
ら
飯
野
高

校
の
新
学
科
が
始
ま
る
の
に
向
け
た

地
域
内
外
へ
の
広
報
活
動
や
中
学
生

の
探
究
学
習
「
え
び
の
学
」
に
関
わ

る
機
会
が
多
い
で
す
。子
ど
も
た
ち

が
目
を
輝
か
せ
て
地
域
を
学
ぶ
姿
に
、

私
自
身
も
た
く
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
も

ら
い
、
将
来
を
担
う
人
材
育
成
に
つ

な
が
れ
ば
う
れ
し
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

次
年
度
以
降
、
こ
の
取
り
組
み
が

ど
う
発
展
し
て
い
く
の
か
、
協
力
隊

で
は
な
い
形
で
、
引
き
続
き
微
力
な

が
ら
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

協
力
隊
を
卒
業
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
も
と
に
、
え
び
の
市
で

教
育
を
軸
に
事
業
を
展
開
し
、
専
門

で
も
あ
る
畜
産
に
関
わ
る
仕
事
も
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

任
期
終
了
後
は
、
協
力
隊
と
い
う

肩
書
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
自
分
の

事
業
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
行
事

や
活
動
に
も
参
加
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
お
誘
い
い
た
だ
け
る
と

う
れ
し
い
で
す
。今
後
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
文
：
武
井
恒
介
隊
員

　 入 浴 中 に 亡くなる人 は、全 国で 年 間 約 1 万 人
を 超えると推 測 されています。そ の 原 因 の 一 つ
はヒートショックであるといわ れています。
　 血 圧 の 変 動 は 心 臓 に 負 担 を か け、心 筋 梗 塞
や 脳 卒 中 に つ な がりか ね ま せ ん。ヒートショッ
ク予 防 の た め に脱 衣 所 やトイレを暖 めましょう。

【対 策】
・脱 衣 所 やトイレを小 型 の 暖 房 器で 暖 める
・風 呂 場 の 床 にすのこや マットを敷く
・浴 槽 に お 湯 が た まって いる 場 合 は、入 浴 前 に
ふ たを開 ける

　 過 去 1 0 年 間 の 交 通 死 亡 事 故 は、1 2 月 に 最 も
多く発 生しています。年 末 年 始 などは、人 や 車 の
通 行 量 が 増えます。夕暮 れ 時 は、車 や自転 車 は、
歩 行 者 等 の 発 見を早 めるために早 めにライトを
点 灯し、小まめ に切り替えましょう。
　 歩 行 者 は、早 朝・薄 暮 時・夜 間 の 外 出 は、必 ず
明るく目 立 つ 色 の 服 装と反 射 材 を 着 用し、道 路
を 横 断 する際 は、十 分 に 左 右 の 安 全 を 確 認して
ください。
　基 本 的な交 通ルールを守って交 通 事 故を防 止
しましょう。

市立病院
C i t y  h o s p i t a l

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

地域おこし活動
C o m m u n i t y  B u i l d i n g
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【お問い合わせ】 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

■
詩

■
俳
句

燕
つ
ば
め

来
る
程
よ
き
程
の
程
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
び
の
風
天

　
季
語
と
し
て
は
、春
の
燕
だ
が
、燕
帰
る
（
秋
）
や
、越
冬
燕
の
場
合
も
あ
る
け
れ
ど
も
、

程
と
は
程
度
や
限
度
の
様
子
を
飛
び
交
う
燕
は
、
実
に
見
事
な
芸
術
で
あ
る
。そ
ん
な

訳
か
ら
し
て
、
私
共
の
人
が
集
ま
る
所
が
世
間
で
あ
り
、
人
同
志
の
程
（
距
離
）
の
具
合

に
よ
っ
て
、
人
間
関
係
の
絆
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。新
年
「
午う
ま

」
歳
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
、
多
種
多
様
化
に
適
応
す
る
、
上
手
な
人
生
を
送
り
た
い
も
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

あ
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
地
知
恵
子

■バリアフリー上映会「じんじん」
バリアフリー上映会を開催します。ぜひ、お気軽にご参加
ください。
●開催日時＝1月10日（土）午前10時～
●場所＝市文化センター ホール
●入場料＝無料
●定員＝260人
●上映作品＝じんじん（上映時間：約2時間10分）
●申込方法＝図書館カウンターで直接、または電話でお
申し込みください。
※本上映会は字幕・音声ガイド付きです。

あ
の
時
あ
あ
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た

こ
う
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た

も
っ
と
話
し
て
伝
え
て
お
け
ば
良
か
っ
た

早
く
気
づ
い
て
い
れ
ば
良
か
っ
た

そ
ん
な
事
を
時
間
と
共
に
ふ
と
思
い
出
す

後
で
後
で
も
い
い
か
ら
と
後
回
し
ば
か
り

も
う
戻
れ
な
い
け
れ
ど　

そ
ん
な
思
い
出
に

浸
り
た
い

■福引・福袋を実施します
テーマ別にスタッフおすすめの本3冊が入った「福袋」を
用意します。福袋を借りた人や5冊以上借りた人は、その
場で空くじなしのくじ引きに挑戦できます。※福袋は貸
し出し用の本です。必ず図書館に返却してください。
●開催日＝1月6日（火）～ ※なくなり次第終了
●時間＝［平日・土曜］午前9時～午後7時［日曜・祝日］午
前9時～午後5時
●場所＝図書館入口

お す す め の 一 冊

なくなればいいのに。
「罪って何？」を考える教養と
しての刑法学

穴沢大輔 著
（自由国民社）

きれてる
鈴木のりたけ 作

（ポプラ社）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見ることができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（1月） 時　間

岡元小学校→さくら苑 14日（水）、
28日（水） 13：15〜15：15

上江小中学校→ Aコープかくとう店
→加久藤地区体育館

15日（木）、
29日（木） 12：45〜16：30

飯野地区コミュニティセンター 16日（金）、
30日（金） 14：50〜15：15

真幸地区体育館 7日（水）、
21日（水） 15：25〜15：50

飯野出張所→自衛隊官舎 9日（金）、
23日（金） 15：25〜16：30

携帯電話臨時ショップを開設します

　市と株式会社NTTドコモ、KDDI株式会社、ソフトバン
ク株式会社の携帯電話事業者3社は、えびの市内におけ
る携帯電話サービスのサポートなどを確保するために、
携帯電話臨時ショップを開設しています。

【開設日】
携帯電話事業者 日程 担当ショップ・連絡先

ソフトバンク（ワ
イモバイル）の日

1 月 14 日（水）
　    15 日（木）

ソフトバンク小林
☎ 25-0198

ドコモの日 1 月 27 日（火）
　    28 日（水）

ドコモショップ
小林駅前店
☎ 24-5252

※予約ができます。各担当ショップに電話でお申し込み
ください。

【場所】えびの駅
【開設時間】午前10時～午後4時
【サービス内容】携帯電話の機種・契約変更や新規契約、

乗り換え、機器操作に伴う相談など
問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）

スマホ教室を開催します

　市と株式会社NTTドコモは、スマホ教室を開催します。
スマートフォンをお持ちでない人も参加できます。ス
マートフォンを体験してみたい人は、ぜひ、お気軽にご
参加ください。

【開設日】

期日 時間 講師（携帯
電話事業者）

1 月 20 日（火）
① 10：00 ～ 11：00

NTT ドコモ
② 13：00 ～ 14：00

【場所】真幸地区コミュニティセンター
【内容】スマートフォンの使い方教室、相談など
【参加費】無料
【定員】10人程度

【持ってくるもの】お持ちの人は、スマートフォン
【申込方法】市企画課情報係に電話でお申し込みくださ

い。教室には、携帯電話事業者を問わず参加できます。
【注意事項】申し込み状況によっては、中止となる場合が

あります。
申・問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）

契約書や領収書と印紙税

　私たちは、毎日の生活の中でさまざまな文書を作成し
たり、受け取ったりしています。これらの文書の中には、
印紙税がかかるものがあります。印紙税がかかる文書は、
金銭借用証書、不動産売買契約書、工事請負契約書など
の契約書のほか、約束手形、領収書、金銭の受け取り通
帳など、20種類に分類されています。
　印紙税は、印紙税のかかる文書を作成した人が、定め
られた金額の収入印紙をその文書に貼り付け、これに消
印をして納める税金です。文書を作成する場合は、印紙
税のパンフレット等を参考に次のことに注意し、印紙税
がかかるかどうか、税額がいくらかなどを確認して、間
違いのないようにしてください。
①覚書、念書、差入証などは、印紙税法上の契約書にな
る場合があります。
②申込書、注文書、依頼書などの文書でも印紙税がかか
る場合があります。
③仮契約書、予約契約書、仮領収書にも印紙税がかかり
ます。
④レジスターから打ち出されるレシートにも印紙税がか
かります。
　印紙税について分からないことがある場合は、一般的
な事項は国税庁ホームページ（ https://www.nta.go.jp/ ）
をご確認ください。個別の相談は最寄りの税務署に電話
で相談日時等を事前に予約し、文書を持参してください。
※印紙税のパンフレットは、国税庁ホームページに掲載
しています。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内
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これから始める大人のDXライフ
「パソコン講座」参加者募集
■パソコン・Word講座
　パソコンの入力方法、マウスの操作、ファイル作成、
作表・作図、Wordを用いた文書作成（要望に応じて回覧
板、イベント情報、案内チラシなど）をレベルに応じて4
回に分けて学習します。

【開催日】①1月7日、14日、21日、28日（毎回水曜）
②1月9日、16日、23日、30日（毎回金曜）
■Excel講座
　Excelの概要や表のけい線作成、簡単な数式の入力方法
などを4回に分けて学習します。

【開催日】1月6日、20日、27日、2月3日（毎回火曜）
■共通事項

【場所】市文化センター
【時間】午後1時～午後3時30分
【対象者】市内在住者
【募集人員】各コース4人まで
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講

師（担当：新名）に電話、または申し
込みフォーム（ https://logoform.jp/
form/kUtt/1190102）からお申し込み
ください。
※右のQRコードから申し込みフォームが確認できます。

【申込期限】各コース定員に達するまで
【その他】
・パソコン・Word講座は、希望の日程をお知らせください。
・個人所有のパソコンの持ち込みも可能です。
■パソコン相談
　パソコンの使い方について、相談に応じます。パソコ
ン持ち込みでの相談も対応します。
※パソコンの故障・修理の対応はできません。
※相談には、事前の申し込みが必要です。

【対象者】市内在住者で、パソコンの操作に困っている人
【時間】午前10時～午後3時
【場所】市文化センター
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講師（担当：新名）に

電話でお申し込みください。

申・問市社会教育課 パソコン講師（市文化センター内）
☎35-2268（火曜・水曜・金曜）

応援をお願いします
「第80回南九州駅伝競走大会」
　冬の霧島路を駆け抜ける南九州駅伝競走大会に、昨年
度に引き続き、「道の駅えびのチーム」が出場します。ぜ
ひ、沿道での応援をよろしくお願いします。
　大会当日は、交通規制が行われますので、ご理解とご
協力をお願いします。

【開催日】令和8年2月1日（日）
【走路】国道268号線～国道221号線～国道10号線（7区間：

61.3km ）
【通過予定時刻】

場所 時間

スタート：真幸地区体育館前 午前 10 時
セブンイレブンえびの飯野店前 午前 10 時 35 分

三本松（小林市） 午前 10 時 51 分
靴の小笠原前（小林市） 午前 11 時 14 分

フリーウェイ工業団地南口前（高原町） 午前 11 時 36 分
ローソン高崎大牟田店前（都城市） 午後 0 時 4 分
都城市立志和池小学校前（都城市） 午後 0 時 31 分

ゴール：都城市立美術館前（都城市） 午後 1 時 4 分

問一般財団法人都城市スポーツ協会 第80回南九州駅伝
競走大会事務局
☎0986-26-7133
問市社会教育課 市民体育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

「男女共同参画で考える防災講座」
参加者募集

　市では、男女共同参画の視点を入れた防災についての
講座を実施します。いつ起こるかわからない災害等への
対応について学びます。ぜひ、ご参加ください。

【開催日】2月5日（木）
【時間】午後1時30分～午後3時
【場所】市文化センター 大研修室

【定員】20人
【講師】宮崎県男女共同参画センター 柳田明子氏
【申込方法】市総務課人権啓発室に電

話、または申し込みフォーム（ https://
logoform.jp/form/kUtt/1333963）から
お申し込みください。
※右のQRコードから申し込みフォームが確認できます。

【申込期限】定員に達し次第締め切ります。
申・問市総務課 人権啓発室
☎48-0351（直通）

「女性の支援に関する相談員養成講
座」受講者募集

　市では、女性の相談を受ける人や困難な問題を抱える
女性の支援に携わる人、今後支援活動をする意欲のある
人を対象に、相談員養成講座を開催します。ぜひ、ご参
加ください。

【対象者】各種相談員、相談業務・女性の問題に関心のあ
る人 ※受講後に相談員の対象者として登録するもので
はありません。

【開催日等】

開催日 時間 内容

令和 8 年
2 月 17 日（火）

10：00 ～
12：00

人の話を聴くということ
相談員の基本姿勢

13：00 ～
15：00

自身の「当たり前」を見直そう
アンコンシャス・バイアス、ジェン
ダーについて

2 月 18 日（水）

10：00 ～
12：00 親密な間柄での暴力～ DV について～

13：00 ～
15：00

事例をもとにロールプレイ、グルー
プワークなど

15：10 ～
15：40 講座の振り返り

【場所】市役所本庁 1-3・4会議室
【定員】20人
【講師】認定フェミニストカウンセラー 認定専門公認心

理師 中川和子氏
【申込方法】市総務課人権啓発室に電

話、または申し込みフォーム（ https://
logoform.jp/form/kUtt/1330887） か
らお申し込みください。

※左下のQRコードから申し込みフォームが確認できま
す。

【申込期限】定員に達し次第締め切ります。
申・問市総務課 人権啓発室
☎48-0351（直通）

「第2回えびのインター産業団地立
地企業就職説明会」を開催します

　市では、えびのインター産業団地に立地した株式会社
ムロオと株式会社MLSの就職説明会を開催します。
　参加費は無料で、申し込みや履歴書は不要です。服装
自由ですので、お気軽にご参加ください。

【開催日等】

開催日 時間 内容 場所

令和 8 年
2 月 2 日
（月）

9：30 ～ 10：15 株式会社ムロオ 市役所本庁
1-1 会議室10：15 ～ 11：00 株式会社 MLS

11：15 ～（45 分程度）倉庫見学 産業団地内

13：30 ～ 14：15 株式会社ムロオ 市役所本庁
1-1 会議室14：15 ～ 15：00 株式会社 MLS

15：15 ～（45 分程度）倉庫見学 産業団地内

2 月 3 日
（火）

10：00 ～ 10：45

株式会社 MLS
小林公共職業
安定所
2 階会議室

11：00 ～ 11：45

13：30 ～ 14：15

14：30 ～ 15：15

※倉庫見学は就職説明会参加者（ 11月参加者含む）が対
象です。希望者のみの参加で、市役所から倉庫（えびの
インター産業団地内）までの移動は、各自でお願いしま
す。駐車場や集合場所は市ホームページでご確認くださ
い。
■参加企業募集内容

【株式会社ムロオ】ドライバー（社員）、倉庫管理（社員）
【株式会社MLS 】事務職（フルタイム・パートタイム）、倉

庫内作業（パートタイム）
問市企業立地課 立地推進係
☎35-3727（直通）
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「市民交流喫茶・国際理解講座」に
参加しませんか

　市国際交流センターでは、「市民交流喫茶」を開催しま
す。市民交流喫茶は、「えびのや近隣地域のことを知りた
い」、「えびのをもっと盛り上げたい」と思っている人に
参加してもらい、さまざまな分野のゲストを招いて講話
を聞く楽しいつどいです。同時に、地元の食材、産品を
試食するなど、えびのの良さを味わってもらいます。ぜ
ひ、ご参加ください。
※2回目は国際理解講座として開催します。
■1回目

【開催日】令和8年1月22日（木）
【ゲスト】日章学園九州国際高等学校 講師 沼田楓太氏

　九州国際高等学校では、全国でも珍しい「ホースセラ
ピーコース」を令和8年度から開設します。沼田さんは、
1年間オーストラリアに留学し、ホースセラピーについ
て学びました。新たにできるコースの紹介と抱負を聞き
ます。
■2回目（国際理解講座）

【開催日】令和8年2月19日（木）
【ゲスト】ゴールド工業株式会社 九州工場 製造技術者 カ

ホラク・アナパット氏、ソンポ・タナト氏
　海外に6事業所を持つ同社。令和6年10月、タイの事業
所から転勤でえびのに赴任した二人にタイのことや仕事
内容について、独学で学んだ日本語で紹介してもらいま
す。
■3回目

【開催日】令和8年3月19日（木）
【ゲスト】二代目家元天地心絃流 天地綺

あ や の

音氏
　10歳で三味線を始め、18歳で天地心絃流の重信優氏に
弟子入り。令和2年に二代目家元を襲名し、ハワイ・モン
ゴルなど、国内外問わず多くの演奏活動を行っています。
■共通事項

【時間】午前10時～午前11時30分
【場所】市国際交流センター
【定員】30人程度
【参加費】全講話合わせて1,000円（飲み物、地元産品試

食代等）※1回のみの参加は400円とします。
【申込方法】参加者の住所・氏名・電話番号を市国際交流

センターにご連絡ください。

【申込期限】令和8年1月13日（火）
申・問市国際交流センター
☎35-3211

「キャップアート体験教室」を開催し
ます

　市では、生涯学習の一環として、キャップアート体験
教室を行います。普段は捨ててしまうペットボトルの
キャップを使って、誰でも簡単にできるキャップアート
を体験してみませんか。今回は、ネックレスやストラッ
プを作成します。

【開催日】令和8年1月17日（土）
【時間】①午後1時～②午後3時～
【場所】市文化センタ―  美術工芸室
【定員】各回10人程度
【材料費】300円
【持ってくるもの】ペットボトルのキャップ2 ～ 3個、ア

イロン（持っている人のみ）
【申 込 方 法】市 社 会 教 育 課 社 会 教 育

係に電話、または申し込みフォーム
（ https://logoform.jp/f/OMBEB ）か ら

お申し込みください。
※右のQRコードから申し込みフォームが確認できます。

【申込期限】令和8年1月9日（金）※定員に達し次第締め
切ります。
申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

みんなで徹底しよう「三ない運動」

　年末年始は、お歳暮やお年賀など何かと贈り物をする
機会の多いシーズンです。
　この機会に皆さんに改めて理解してもらいたいのが、
きれいな政治、お金のかからない政治の実現、選挙の公
正の確保を目指す「三ない運動」（贈らない、求めない、
受け取らない）です。
　政治家が選挙区内の人にお金や物を贈ることはもちろ
ん、有権者が政治家に寄付や贈り物を求めることも公職
選挙法により禁止されています。
　皆さん一人一人が寄付禁止のルールを守って明るい選
挙を実現しましょう。

【政治家の寄付禁止の対象例】
①落成式・開店祝などの祝花、葬儀の供花、病気見舞いな
ど
②お歳暮・お年賀など
③祭りへの寄付・差し入れ、町内会の集会・旅行などの催
物への寸志・飲食物の差し入れ
④結婚祝（※）、香典（※）、卒業祝、入学祝など
※政治家本人が結婚披露宴、葬式などに自ら出席してそ
の場で行う場合には、罰則が適用されない場合がありま
す。

【その他禁止されている行為】
政治家が選挙区内にある者に対して、答礼のための自筆
によるものを除き、年賀状、寒中見舞などのあいさつ状

（電報なども含む）を出すことは禁止されています。
※「広報紙『総務省』（2025年12月号）」より参照
問市選挙管理委員会 事務局
☎35-3732（直通）

「30・10（さんまるいちまる）運動」を
実践しましょう

　忘年会や新年会など、宴会や会食の多い時期になりま
した。おいしくお酒を飲み、楽しい会話に夢中になって、
料理を残しがちになります。そこで、「 30・10（さんまる
いちまる）運動」を実践しましょう。
　「30・10運動」とは、宴会や会食での食べ残しを減らす

ための運動で、「乾杯後の30分間とお開き前の10分間は
料理を楽しみましょう」と呼びかけて、食品ロスを削減
するものです。
　日本では、食料の多くを輸入に頼りながら、大量の食
べ物が無駄に捨てられています。それは、「もったいない」
だけでなく、環境にも大きな影響を及ぼします。
　宴会や会食で食べ残す量は、ランチの定食の5倍とい
われています。注文するときは、食べきれる量を注文し
ましょう。また、食べられないものは、先に伝えておき
ましょう。
　一人一人が「もったいない」の心をもって、食べ物を
最後までおいしく食べることが大切です。ちょっとした
ことから始めてみましょう。
問市美化センター
☎33-5782

納税証明書を請求する時期にご注
意ください

　例年、2月と3月は、確定申告などのため税務署の窓口
が大変混雑し、納税証明書の発行に時間がかかる場合が
あります。請求は、なるべくこの時期を避けるようお願
いします。
　パソコンやスマートフォンから、e-Taxを利用して
PDFファイル形式の電子納税証明書の交付請求を行うこ
とで、税務署に出向くことなく受け取りまでの手続きを
行うことが可能です。
　また、受け取ったPDFファイルの電子納税証明書は、
自宅等のプリンタから何枚でも印刷して使用することが
できます。ぜひ、ご利用ください。
　詳しくは、e-Taxホームページ（ https://www.e-tax.
nta.go.jp ）をご覧ください。
問国税相談専用ダイヤル
☎0570-00-5901 ※自動音声案内
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「はつらつサポーター養成講座」に
参加しませんか

　市では、市の介護予防事業や、地域で行われる百歳体
操のお手伝い役となるボランティア「はつらつサポー
ター」の養成講座を開催します。健康寿命を延ばせるよ
うに、体を動かすこと・かむこと・食べることについて知
識を深め、脳いきいきのレクリエーションを行う楽しさ
を体験できる講座です。ぜひ、ご参加ください。

【日程等】（全4回）

期日 内容 講師

令和 8 年
2 月 2 日
（月）

・開講式、包括支援センターの
役割と仕事内容紹介、講座の
目的と進め方、自己紹介

・講話「筋力を鍛える意義と百
歳体操について」

・レク：脳いきいき紹介
・実技：百歳体操

保健師
先輩サポーター
看護師

2 月 9 日
（月）

・講話「口
こうくう

腔機能を向上させま
しょう」

・市内の百歳体操紹介
・かみかみ体操・しゃきしゃき
体操

・講話「地域で元気を育む！」
～主任ケアマネが伝える百歳
体操のチカラと介護保険の話
～

・実技：百歳体操

歯科衛生士
看護師
主任ケアマネ
ジャー
保健師

2 月 16 日
（月）

・講話「食べることを大切にし
ましょう」－介護予防の基本
は食べること－

・レク：脳いきいき紹介
・権利擁護について
・実技：百歳体操（熊本バージョ
ン）

健康保険課 管理栄
養士
看護師
社会福祉士

2 月 24 日
（火）

・講話「認知機能の低下を予防
しましょう」

・実技：百歳体操
・レク：脳いきいき紹介
・講話「ボランティア活動とは」
・閉講式（認定証授与）

認知症地域支援推
進員
看護師
先輩サポーター
市社会福祉協議会 
ボランティア育成
担当

※全4講座中、3講座以上受講すると「はつらつサポー
ター」として認定されます。その後は、「はつらつサポー
ター連絡会」会員として、ボランティア保険に加入し、
地域の百歳体操を支える活動を行います。また、サポー
ター活動に役立つ情報交換や自らの健康保持に役立つ研
修会に参加することになります。

【時間】午前9時10分～正午［受付］午前8時50分～
【場所】えびの市社会福祉協議会 2階 集会室
【参加費】無料
【準備するもの】靴、飲み物、運動できる服装
【申込方法】市介護保険課地域包括支援センターに電話

でお申し込みください。
【申込期限】1月30日（金）

申・問市介護保険課 地域包括支援センター
☎35-1112（直通）

森林の管理保全に努めましょう

　森林を所有している人は、定期的に森林の境界を巡回
して、森林の状態を確認しましょう。自分の森林が知ら
ないうちに無断で伐採されているのを見つけたときは、
目印を付けて、次の事項を確認し、市農林整備課林務係
に連絡してください。
■確認事項

【被害者（所有者）】被害者（所有者）はだれか
【いつ】伐採されたのはいつか、立木を確認したのはいつ

か
【どこで】場所の特定（地図など）
【なにを】面積、樹種、本数、林齢、境界は明確か
【だれが】伐採業者、仲介業者の氏名、住所など
【その他証拠となるもの】相手方から提示された書類、記

録簿、写真など
　森林を伐採するときには、市へ伐採届出書の提出が必
要です。また、隣接する所有者との境界の確認と伐採地
を中心とした字図、水利関係者などとの協議報告書、伐
採旗申請書の提出が必要です。
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

山火事に注意しましょう

　山火事は、例年、雨が少なく乾燥する冬場から春先に
多発しています。火の取り扱いに注意して山火事を未然

に防止しましょう。かけがえのない貴重な森林を守るた
め、皆さんのご協力をよろしくお願いします。
■火入れ許可申請について
　森林、または森林の周囲1キロメートルの範囲内にあ
る土地で、その土地にある立木竹、雑草等を面的に焼却
する場合には、事前に許可申請が必要です。火入れ許可
を受けようとする人は、火入れを行おうとする期間の10
日前までに火入れ許可申請書を市に提出してください。
■消防署への事前届出
　刈り取った草等を一カ所所に山積みにして焼却を行う
場合は、法律や条例でいう「火入れ」には該当しないため、
火入れ許可の申請は不要です。ただし、誤報などを防ぐ
ため、消防署に「火災とまぎらわしい煙又は火災を発す
るおそれのある行為の届出書」の提出が必要となること
があります。詳しくは、えびの消防署にお問い合わせく
ださい。
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）
問えびの消防署
☎33-6119

霧島演習場内一斉捕獲を実施しま
す

　霧島演習場内で銃器を使用しての有害鳥獣捕獲を実施
します。当日の立ち入りはできません。

【捕獲日】12月21日（日）、28日（日）
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

初心者向けのチェーンソー取り扱い
研修会を開催します

　市と森林づくり応援隊では、宮崎県森林環境税を活用
し、所有している山林を自ら伐採したい人や自伐型林業
に取り組みたい人、林業に興味のある人を対象に、初心
者向けのチェーンソー取り扱い研修会を開催します。市
内の林業事業体に従事する技術者が、チェーンソーの整
備や伐採作業の基礎を説明します。お気軽にご参加くだ

さい。
【開催日】令和8年1月24日（土）
【時間】午後1時～午後3時30分［受付］午後0時50分～
【場所】末永地区柳ノ谷市有林［集合場所］前田木材有限

会社事務所（大字末永764-1）
※研修場所までの移動は自家用車で行い、現地解散とし
ます。

【内容】チェーンソーの取り扱いや点検、伐採作業などの
林業技術

【定員】10人
【参加費】無料
【持ってくる物】作業のできる服装、作業用手袋（手元が

滑らないもの）、雨具、飲み物、チェーンソー・調整工具
※ヘルメット、チャプス、作業用具は主催者側で準備し
ます。

【申込方法】市農林整備課林務係に電話でお申し込みく
ださい。

【申込期限】令和8年1月19日（月）
申・問市農林整備課 林務係
☎33-3725（課直通）

猫の飼い方や野良猫への餌付けに
注意しましょう

　猫の放し飼いによる相談が多くの市民から寄せられて
います。猫が自由に外出できる環境を作り、放し飼いを
している人もいるかもしれません。しかし、猫の習性を
理解している飼い主にとっては当たり前のことでも、放
し飼いをすることによって、他人の敷地に入り、ふん尿
をするなどの迷惑行為を行っているかもしれません。さ
らに、感染症にかかる可能性や交通事故に遭う危険性も
あります。猫は室内飼育に努めましょう。
　また、猫は繁殖力の強い動物で、1回の出産で4 ～ 8匹
の子猫を生みます。餌付けが原因で繁殖し、地域の問題
に発展しかねません。野良猫への餌付けは、これらのこ
とを十分に理解し、責任を持って行うようにしてくださ
い。
問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）
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所得税、市県民税・国民健康保険税
の申告の準備をしましょう

　令和8年度（令和7年分）所得税、市県民税・国民健康保
険税の申告に向けて、早めに準備を済ませましょう。
■農業を営んでいる人へ

【収入・経費の分類整理】
　出荷伝票等については、農畜産物ごとに分類整理して
保管しましょう。農畜産物の生産に要した費用に係る領
収書等についても肥料代、農薬代、飼料代、種苗代、燃料
代等、それぞれの経費ごとに分類整理して保管しましょ
う。また、米や野菜等については、自家消費や贈答用も
収入として扱われるので、数量を必ず把握しましょう。
※農業の収支内訳書を事前に作成し、申告時に提出され
ると申告相談をスムーズに行うことができます。収支内
訳書の用紙は、1月下旬に全戸配布予定の「税の申告の
お知らせ」に同封します。

【牛を出荷した場合】
　出荷した牛による収入やそれに要した手数料等を把握
する必要があります。「売却証明書」と「セリ売証」につ
いては「2枚1組」のまま保管しましょう。
※添付または提示がない場合は、免税の適用を受けられ
ません。
■確定申告をする人へ

【源泉徴収票】
　給与・年金の収入のある人は、その源泉徴収票の確認
が必要です。全ての源泉徴収票を大切に保管しましょう。
※年金の源泉徴収票は1月中に各年金事務所から送付さ
れる予定です。

【社会保険料控除】
　国民年金保険料等に係る社会保険料控除を受けるには、
支払った保険料等の金額を証する書類が必要です。年金
保険者等が発行する「控除証明書」を大切に保管しましょ
う。

【生命保険料控除・地震保険料控除】
　生命保険、介護医療保険、個人年金に係る生命保険料
控除を受けるには、「生命保険料控除証明書」が必要です。
また、地震保険料控除を受ける場合にも「地震保険料控
除証明書」が必要です。大切に保管しましょう。
○マイナンバーの取り扱いについて
　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴

い、申告書にはマイナンバー（個人番号）の記載が必要
となっています。申告相談の際には次のとおり取り扱い
ます。
　マイナンバーカードであれば、そのまま記載できます。
通知カード（または個人番号記載の住民票）の場合は免
許証・社会保険証等の提示も必要です。
※通知カードで確認する場合には、通知カードに表示さ
れた住所・氏名と、現在の住民票の住所・氏名が一致して
いる必要があります。
　なお、身分証明書は、免許証等の顔写真があるものは
1種類、保険証等の顔写真がないものは2種類必要です。
　いずれの場合でも、証明書等の提示が必要ですが、写
し（コピー）を提出する必要はありません。
〇医療費控除について
　病院の通院等に係る医療費控除の適用を受ける人は、

「医療を受けた人」、「病院・薬局等」ごとに、金額を仕分
けして明細書（内訳書）の作成をお願いします。また、「医
療費のお知らせ」によってもその金額の確認ができるよ
うになっていますが、明細書の金額と二重に計上しない
よう十分確認をしてください。
※「医療費のお知らせ」については、基本的に9月または
10月までの分しか記載されません。そのため、その記載
月以降から12月までの分の金額の確認は、明細書の提出
が必要となりますので、ご注意ください。
問市税務課 市民税係
☎35-3734（直通）
問小林税務署（確定申告に関すること）
☎23-3126 ※自動音声案内

償却資産申告の時期が近づいてい
ます

　市内で事業のために使用している機械・設備・備品など
の償却資産がある人は、令和8年2月2日（月）までに固定
資産税の申告が必要です。期限内の申告をお願いします。

【対象者】次のいずれかに該当する人
・市内に償却資産を所有している事業者
・新たに事業を開始した人
・これまで申告していたが、申告用紙が届いていない人

【申告内容】

・新規の事業所は、所有する全ての償却資産を申告して
ください。

・既設の事業所は、1月2日～令和8年1月1日までの間に資
産の増減があった場合は、その内容を反映して申告して
ください。増減がない場合は、申告書備考欄に「増減なし」
と記入してください。

【申告用紙の送付】これまで申告している人には、12月
中に申告用紙を郵送します。新規事業者や申告用紙が届
いていない人は、市税務課固定資産税係にご連絡くださ
い。
問市税務課 固定資産税係
☎35-3735（直通）

水田周辺のあぜ焼きに注意しましょ
う

　水田周辺の害虫駆除などのためにあぜ焼きを実施す
る自治会は、注意事項を十分遵守し、全農家参加のもと、
地元消防団等の協力を得て行ってください。
　過去に消防署等に届け出のないまま実施され、関係機
関が出動する事例が発生しています。あぜ焼きを実施す
る自治会は、事前に消防署へ「火災とまぎらわしい煙又
は火災を発するおそれのある行為の届出書」の提出が必
要です。また、当日は開始前に消防署に連絡をお願いし
ます。
※市畜産農政課への連絡は必要ありません。

【駆除適期目安】1月下旬から2月末日まで
【注意事項】

①責任者（自治会長等）は地元の農家や消防団と協議の
上、火災が発生しないように十分注意してください。
②あぜ焼きは地域ごとに5人から6人の小集団を編成し
て行い、個人行動による作業は絶対に行わないでくださ
い。
③水田に散布してある稲わら、たい肥、わら小積み等に
飛び火しないように十分注意してください。
④人家の周辺は特に注意し、危険な箇所は避けてくださ
い。
⑤あぜ焼き後は、必ず消火の確認をしてください。
⑥特に鉄道沿線、河川敷や堤防等のあぜ焼きは、必ず2
週間前までに関係機関と十分協議してください。

【関係機関の連絡先】
・国土交通省 川内川河川事務所 京町出張所（川内川）
☎0996-22-3809

・宮崎県小林土木事務所（その他の河川）
☎23-5165

・九州旅客鉄道株式会社 宮崎支社 宮崎工務センター
☎0985-23-3444

・えびの警察署
☎33-0110

・えびの消防署
☎33-6119
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）

特定外来生物（植物）にご注意くだ
さい

　この植物は、特定外来生物の「ナガエツルノゲイトウ」
という南米原産の植物で、強力な繁殖力があります。水
辺の近くでこのような植物を見かけたら、宮崎県自然環
境課野生生物担当までご連絡ください。可能であれば写
真の提供をお願いします。
※特定外来生物を生きたまま持ち運ぶことは法律違反と
なります。
※特定外来生物は、飼養・栽培、保管、運搬、輸入、販売、
譲渡、野外への放出などが法律で原則禁止とされていま
す。
問宮崎県自然環境課 野生生物担当
☎0985-26-7291
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

15,521人 （前月比 +5人）
男性／7,347人（-1人） 　女性／8,174人（+6人）
転入／43人  転出／21人  出生／8人  死亡／25人

7,543世帯 （前月比 +1世帯）

今 年 は 育児 休 業 からの 復 帰・子 育 てとの 両 立 で てんや
わんや の 一 年 でした 。息子 の成 長 を感じると同 時 に、

時 の 流 れの 早さにも驚 いています。（ 米 原 ）

日 本 最 南 端 の 屋 外アイス スケート場 がオープ ンしまし
た 。初 日 は 快 晴 で、自 然 の 空 気 に 囲 まれ た 中 を 滑る

人 たちはとても気 持ち良さそうでした 。（ 中川 ）（令和7年12月1日現在）

※定員に達した場合、受け付けを終了します。
【エントリー用紙設置施設】

市役所本庁、真幸出張所、飯野出張所、市民体育館、上江
地区体育館、加久藤地区体育館、真幸地区体育館、飯野
駅前地区体育館、市国際交流センター、足湯の駅えびの
高原、グリーンパークえびの、アウトドアステーション
えびの、白鳥温泉上湯、白鳥温泉下湯

【その他】エントリーの際は、大会ホームページの大会規
約および誓約項目を確認・同意の上、お申し込みくださ
い。
問テレビ宮崎商事株式会社（エントリーに関すること）
☎0985-27-8980
問えびの京町温泉マラソン大会実行委員会事務局（市観
光商工課内）（大会に関すること）
☎35-1114（直通）

尾八重野地区で地熱発電の噴気試
験が行われます

　1月から3月末にかけて、尾八重野地区の国有林内で地
熱発電開発事業者による噴気試験が行われます。
　白い噴気が出るため、噴火や火災と間違わないようご
注意ください。
　試験は、周辺環境に十分配慮し、河川モニタリングを
継続して実施します。
問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

■ごみのおはなし

問市美化センター　　　☎33-5782

　使い切った使い捨てライターや針金、小型の工
具、ねじ・ボルト類、はさみ、電池（充電池やリチ
ウム電池）、加熱式たばこなどは、資源ステーショ
ンに出すものです。量が多い場合は、それぞれビ
ニール袋などに入れて出してください。
　傘は、複数本ある場合、ひもなどで束ねて出して
ください。電気コードやケーブルなどは、短く切ら
ないでください。
　詳しくは、「えびの市ごみの出し方辞典」をご覧
ください。

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫

11 月16 日 に 行 わ れ た「 202 5
九 州トライアル 選 手 権 シリー
ズ 第9 戦 矢 岳大 会」。県内外か
ら53 人のライダーが出 場しま
した 。

えびの高原屋外アイススケート場が
オープンしています

　えびの高原で「えびの高原屋外アイススケート場」が
オープンしています。雪化粧で真っ白になった韓国岳を
バックに、冬の風物詩であるアイススケートを満喫して
みませんか。

【期間】令和8年2月23日（月・祝）まで（予定）
【時間】午前9時～午後5時（最終受付：午後4時）

※天候や氷の状況により、短縮営業や休業となる場合が
あります。

【入場料】［一般］大人1,000円、中学・高校生800円、小学
生600円 ※未就学児は無料

【各種利用料金】［貸靴代］800円
［貸ソリ代（30分）］800円
［キッズセット］600円
【駐車場】施設周辺の有料駐車場をご利用ください。

※アイススケートリンク場内は、安全のため手袋の着用
をお願いします。
問えびの高原ホテル
☎33-0161

「なつかしの民具展」を開催します

　市歴史民俗資料館では、「なつかしの民具展」を開催し
ます。これは、田畑や山仕事で使っていた道具など、資
料館に寄贈されている民具を展示するものです。年配の
人には懐かしく、若い人には昔の生活を知る良い機会で
す。ぜひ、ご覧ください。

【開催日】令和8年1月6日（火）～ 25日（日）
【時間】午前9時～午後6時（火曜～土曜）、午前9時～午後

5時（日曜・祝日）
【場所】市歴史民俗資料館 展示ホール
【休館日】1月13日（火）、19日（月）

問市歴史民俗資料館
☎35-3144

第38回えびの京町温泉マラソン大
会を開催します

　えびの京町温泉マラソン大会実行委員会事務局では、
「第38回えびの京町温泉マラソン大会」を開催します。

　同大会は、5キロの部とハーフの部の2種目で開催しま
す。大会概要やエントリーについては、大会ホームペー
ジ（ https://ebino-marathon.com/ ）をご確認ください。
たくさんのエントリーをお待ちしています。

【開催日】令和8年4月19日（日）
【メイン会場】グリーンパークえびの
【種目】ハーフの部、5キロの部

※ハーフの部は高校生以上が対象です。
【参加費】［ハーフの部］5,800円［5キロの部］4,800円

※参加記念品、保険料等を含みます。
【申込方法】大会公式ホームページ、ま

たはふるさと納税、郵便振替でお申し
込みください。
※右のQRコードから大会公式ホーム
ページのエントリーページが確認できます。

【申込期限】
［ふるさと納税］令和8年1月31日（土）（午後11時59分59

秒クローズ）
［郵便振替受付］令和8年2月9日（月）（当日消印有効）
［インターネット受付］令和8年2月20日（金）（午後11時

59分59秒クローズ）

【資源ステーションに出すごみ】

固定資産税 第3期
国民健康保険税 第6期
後期高齢者医療保険料 第6期
介護保険料 第5期

12月25日（木）までに納めましょう。

■資源ステーションに出すごみの例
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● 1 月の行事予定 ※各行事については、変更になる場合があります。

日付・曜日 行事名・会場・時間

週間・月間行事 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館（令和 8 年 1 月 4 日まで）
なつかしの民具展（歴史民俗資料館 令和 8 年 1 月 6 日～ 25 日）

1 月 1 日（木）
1 月 2 日（金）
1 月 3 日（土）
1 月 4 日（日）

1 月 5 日（月）
官公庁仕事始め
文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館
成人式～ 20th Anniversary ～（文化センター ホール 10：00 ～）

1 月 6 日（火） 母子手帳交付（こども家庭センター 9：30 ～ 11：00）※要予約 ☎ 35-1707
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）

1 月 7 日（水）
人権相談（市役所 1-1 会議室 10：00 ～ 15：00）
行政相談（市役所 1-2 会議室 10：00 ～ 12：00）
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）　

1 月 8 日（木）
1 月 9 日（金）
1 月 10 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
1 月 11 日（日）
1 月 12 日（月）

1 月 13 日（火）
文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）
アルコール家族教室（小林保健所 13：30 ～ 15：30）

1 月 14 日（水） 心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）
臨時ショップ（ソフトバンク（ワイモバイル）の日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）

1 月 15 日（木）
年金移動相談（市役所 1-1 会議室 10：00 ～ 15：00）※要予約 ☎ 0986-23-2571（都城年金事務所）
無料法律相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30）※要予約 ☎ 35-2800（社会福祉協議会）
臨時ショップ（ソフトバンク（ワイモバイル）の日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）

1 月 16 日（金）
1 月 17 日（土）

1 月 18 日（日） 美化センター稼働日（8：30 ～ 17：00）
家庭の日

1 月 19 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館

1 月 20 日（火）

母子手帳交付（こども家庭センター 9：30 ～ 11：00）※要予約 ☎ 35-1707
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）
農業用廃プラスチック集積日「ポリフィルム・塩化ビニール」（最終処分場 9：00 ～ 15：00 ※塩化ビニールは 13：00 ～）
スマホ教室（真幸地区コミュニティセンター 10：00 ～ 14：00）※要予約 ☎ 35-3714（企画課情報係）
県内一斉消毒の日（畜舎等の消毒を徹底しましょう）
道の駅定休日

1 月 21 日（水） オレンジカフェよかとこ（文化センター 団体室 9：30 ～ 11：30）
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）　

1 月 22 日（木）
公証人無料相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：00）※要予約 ☎ 35-2800（社会福祉協議会）
市民交流喫茶（国際交流センター 10：00 ～ 11：30）
わかちあいの会［自死遺族のつどい］（小林保健所 13：00 ～ 15：00）

1 月 23 日（金）
1 月 24 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
1 月 25 日（日）
1 月 26 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館

1 月 27 日（火）
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）
ひきこもり・こころの健康相談（小林保健所 13：30 ～ 15：30）※要予約 ☎ 23-3118
臨時ショップ（ドコモの日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）

1 月 28 日（水）
図書館・歴史民俗資料館休館
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）
臨時ショップ（ドコモの日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）

1 月 29 日（木）
1 月 30 日（金）

1 月 31 日（土） 京町二日市（歩行者天国時間 9：00 ～ 17：00）
美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）

えびの市
LINE 公式アカウント

えびの市広報
Facebook

市観光商工課公式
インスタグラム

市観光商工課公式
インスタグラム（外国人向け）

「マチイロ」
マチを好きになるアプリ

◀


